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障がい者の採用から定着率向上までの取り組み
『地域社会と連携した障がい者雇用』

令和４年９月２９日



アスクル株式会社

社名は、『明日、来る』というお客様との約束に由来
事業所（B２B）、ご家庭（B２C）向けに当日配送など
特徴的なECサービスを幅広く展開









サポートとヘルプの違い

ヘルプ⇒失敗しないように何でも先回りして
準備してあげること。

（結果）永遠に自立出来ない。自己肯定感も育たない。

サポート⇒自発的なやる気、自発的な行動を尊重し
やらせてみて失敗させる。
失敗させてもその挑戦や行動を承認し
諦めない心を応援すること。

（結果）いつかそれが成功に繋がる。自己肯定感が育つ。

状況の把握、他人への関心が重要



ASKUL LOGIST㈱福岡物流センター
における障がい者雇用



障がい者雇用は何故行うか？
①法定雇用率の達成目的
（納付金支払い・行政指導回避）

②会社のCSR活動の一環

③社⻑・役員の想い

④⻑期的な労働人⼝問題に対しての対策一環

⑤障がい者の方が能力が高いと判断





入社後の業務内容

事務所内作業（伝票発行業務、館内放送）

ピッキング作業＝お客様のオーダーに基づく指示（ハンディ端末）を見な
がら、該当商品が置いてある棚へ商品を取りにいく作業



折りたたみコンテナをたたむ、広げ
る作業センターの出荷コントロール
業務

商品の補充業務＿ピッキングして商
品が少なくなった棚に、商品を補充
する作業（携帯機器端末使用）

ピッキングして集めた商品を梱包
する作業

入荷した商品の検品作業（携帯機器
端末使用）



ASKUL LOGIST㈱福岡ｾﾝﾀｰでの障がい者雇用状況

障がい者雇用率 ・・約３０％（59名）
１０年間での定着率・・約８０％
採用は特別支援学校、支援機関からの紹介のみ

採用率・・１００%

身体
3%

精神
14%

知的
83%

障がい内容障がい
者, 59人

雇用率
従業員数３００名

















・平等な評価
・平等な給与
・平等な機会
・公正な指導
・公正な環境



障がい者雇用の問題点
＝あるべき姿 − 現在の状態

雇用全般の理想追求（一因）
＝ありたい姿 − 現在の状態

ビジネスとは"問題解決"すること
→そのためにまずは問題を特定することが重要。



人（Man）
方法（Method）
測定（Measurement）
材料（Material）
機械（Machine）
環境（Environment）

対応方法：５M＋１Eで考える。



Ⅰ知識の問題の解消

百聞は一見にしかず、百見は一験にしかず
⇒一万聞は一体験にしかず

特別支援学校を見学、実習 （Ｈ２３年８月、10月）



Ⅱ考え方の問題

雇うだけではなく、戦力化出来る
しくみづくりに転換

・学校に学ぶ（実習・見学）
・支援者に学ぶ（相談）
・他企業に学ぶ（セミナー・見学）

⇒自社の雇用モデルの確立





採用方法
特別支援学校＿インターンシップ事前面談打ち合わせ

インターンシップ事前＿本人面談

インターンシップ開始

インターンシップ期間終了

採用面接

採用＿入社前事前説明会

入社式

・期間、時間の設定
・ジョブコーチの依頼
・実習内容
・本人情報確認
・期間中の目標確認
・質疑応答
・保護者面談 等

・期中毎日反省会の実施
・体験教育の実施（特性確認、興味のある作業の探り）
・保護者参観
・最終日大反省会、記念品贈呈

・就労意欲の再確認
・志望動機の確認
・入社後の目標確認

・入社後の育成プラン提示
・支援協力依頼





実習から採用まで一貫
した育成体制









講義を受
ける−5%

資料や書籍を
読む−10%

視聴覚（ビデオや音
声等による学習）−

20％
実演を⾒る−30%

他者と議論する−50%

実践による経験、練習−75％

他者に学んだことを教える−90％

ラーニングピラミッド

学習の定着度が
高まる
（平均記憶率%）



ＳＨＥＬＬ分析
S:Software(ソフトウェア)
H:Hardware(ハードウェア)
E:Environment(環境)
L:Liveware(当事者)
L:Liveware(当事者以外)

・障がい者雇用における当事者とは？



当事者意識をもつこと。
（それぞれが変わること）





本人

会社

家族

学校

医療

支援者

わからない問題は山積

ネットワークを
繋いで解決するこ
とが重要



何故？ネットワーク構築でき
るのか？
会社主導で、支援会議等を実施しているから。

⇒就職後、学校も家族も遠慮して訪問しずらく
なっている。

⇒支援機関は？？？

⇒企業が積極的に、支援を求めていくことが
障がい者スタッフの定着に繋がる。




